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一般社団法人
子どもの居場所まーる
理事 小西清美
民生委員児童委員 201０年12月∼’２２年11月
民生委員児童委員主任児童委員２０２２年12月∼
大阪市学校元気アップ地域本部事業

地域コーディネーター 2014年11月∼‘２３年3月
帰国来日コミュニケーションサポーター

２０２３年4月∼‘24年11月
子ども生活・まなびサポート事業（区低学年サポー
ター） ２０２４年12月∼



子どもの居場所まーるの成り立ち

• ２０１４年 地元の中学校が「学校崩壊」
•若手民生委員児童委員の有志が中心となり中学校に見守りにはい
る。

• 「こどもたち」は…
経済的なしんどさ
人間関係（家庭や学校）のしんどさ
学習についていけないしんどさ

をたくさん抱えていることがわかる



子どもの居場所まーる
•こども食堂を大人も子どもも無料で

•行こうと思ったらいつでも行けるように無料

•放課後、友達と誘い合って17時まで遊ぶ

•そのあと みんなで晩ご飯



食を通して心がほぐれる
ここに来れば、「おかえり、もうすぐご飯ができ
るよ。」と迎え入れる大人
「みんなで一緒に食べましょう。

いただきます」

おなかを満たす→心も満たされる

信頼関係ができる→会話ができる



家庭にも 学校にも 居場所がない
排除される → 受け入れられる

荒れる心 → 安心できる人
と場所との
出合い

「どうせ…」
あきらめる → 話を聴いてもらう



問題点が見えてくる

非行傾向にある子も、普通の子も
言動に出るか出ないかの差である
安心安全な場所を求めているのに
破壊するという矛盾
（愛着障害・ネグレクト・虐待）



家庭でもない学校でもない第3の居場所

•安心していていい場所
•ゆっくりと心を癒す場所
•いつでも連絡していい場所
•逃げてきてもいい場所

寄り添い、聴いていく



つなぐということ
•個人の経験だけに頼らず、相談支援機関の
ことを、平生から知っておく

•つないだ後どうなるのかを想像しておくこと

•必要であれば、付き添い後ろに座っている
だけでも力になる事がある
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